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男　24，377人

女27，597人

計51，974人

世帯数
　　　14，913

76人増

75人増

151人増

52増
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「

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

　
　
市
内
に
九
十
歳
以
上
が
二
十
七
人

　
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
し
た
が
、
現
在

市
内
に
は
、
九
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
が
二
十
七

人
お
ら
れ
ま
す
。

な
が
い
あ
い
だ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
お
と
し
よ
り
を
敬
い
、
い
た
わ
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

写
真
は
、
三
姉
妹
で
二
百
七
十
六
歳
の
左
か
ら
関
本

キ
チ
（
9
0
）
さ
ん
、
市
内
最
高
令
者
の
三
輪
マ
ツ
（

卯
）
さ
ん
、
甲
斐
ト
ヨ
（
8
7
）
さ
ん
、
　
（
い
ず
れ
も

細
島
在
住
）
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昭
和
四
十
九
年
第
三
回
日
向
市
議
会
（
臨
時
会
）
は
、
会
期
を
一
日
間
と
し
て
去

る
八
月
二
十
一
日
開
会
さ
れ
、
市
長
提
出
の
一
議
案
を
審
議
、
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
四
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
は
、
九
月
二
日
招
集
さ
れ
、
十
八
日
目

で
の
十
七
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
提
出
案
件
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
お
も
な
も
の
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
昭
和
四
十
八
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
十
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
八
月
二
十
一
日
置
臨
時
市
議
会
で
は

「
市
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
」
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
財
光
寺
比
良
山
の
市
有
地

を
県
立
普
通
科
高
等
学
校
用
地
と
し
て

県
土
地
開
発
公
社
に
譲
渡
す
る
も
の
で

す
。　

県
教
育
委
員
会
の
計
画
に
よ
り
ま
す

と
、
こ
の
新
設
高
校
は
、
本
年
度
か
ら

三
力
年
計
画
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
る
も

の
で
、
本
年
度
は
そ
の
初
年
度
と
し
て

用
地
の
取
得
、
造
成
お
よ
び
普
通
教
室

八
学
級
の
校
舎
を
建
設
し
、
来
年
の
四

月
一
日
か
ら
開
校
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。　

用
地
総
面
積
七
万
四
千
平
方
M
川
の
う

ち
、
市
有
地
を
除
い
た
民
有
地
に
つ
い

て
は
、
現
在
用
地
取
得
交
渉
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
設
予
定
場
所
は
下
図
の
と
お
り
で

譲
渡
す
る
市
有
地
の
面
積
は
五
万
四
千

平
方
折
で
す
。

　
つ
ぎ
は
、
九
月
置
行
わ
れ
た
定
例
市

議
会
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
二
件
、

事
件
十
件
、
条
例
二
件
、
補
正
予
算
五

件
お
よ
び
昭
和
四
十
八
年
度
の
各
会
計

別
決
算
六
件
の
あ
わ
せ
て
二
十
五
件
で

す
。

富
d
呼櫨

．
三面〔旧

塩

見

τ
　
国
道
十
号
線

山
下
薩
［
M

教
育
委
員
に

　
　
安
藤
　
泰

公
平
委
員
に

　
　
河
野
忠
一

氏氏

　
ま
ず
一
，
人
事
案
件
」
は
二
件
で
、
教

育
委
員
の
安
藤
泰
さ
ん
が
九
月
三
十
日

で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
期

　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
〃
几
又
●

　　

@　

@
㎞

＼　　
　
校

山．

ｯ
〃
ん
l
T

義一一霧湿

切
島
山

委
員
選
任
の
議
案
で
す
。
審
議
の
す
え

再
度
安
藤
泰
さ
ん
に
っ
と
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
安
藤
さ
ん
は

昭
和
四
十
一
年
以
来
二
期
八
年
に
わ
た

り
、
教
育
委
員
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
　
プ

松
原饗

秋
留

　
も
う
一
件
は
、
公
平
委
員
の
選
任
で

す
。
公
平
委
員
の
河
野
忠
一
さ
ん
が
八

月
二
十
六
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
次
期
委
員
の
選
任
の

議
案
で
す
。
審
議
の
す
え
再
度
河
野
忠

一
さ
ん
に
っ
と
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
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す
。
河
野
さ
ん
は
現
在
民
事
家
事
の
謂

停
委
員
も
つ
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

条
例
改
正
が
二
件

　
今
回
、
改
正
さ
れ
る
条
例
は
、
　
「
日

向
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
と
「
日
向
市
分

担
金
徴
収
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
二
件
で
す
。

　
「
日
向
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
日

当
、
宿
泊
昌
昌
の
改
定
を
行
う
も
の
で

現
行
の
額
は
、
県
内
各
市
の
う
ち
で
最

低
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
若
干
の
引

き
上
げ
を
図
る
も
の
で
す
。
引
き
上
げ

一
般
会
計
は

は
日
当
お
よ
び
食
卓
料
が
二
七
～
五
響

宿
泊
料
が
二
五
、
四
二
で
す
。

　
「
日
向
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
現
行
の
条
例

は
、
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
関

し
て
必
要
な
分
担
金
に
つ
い
て
定
め
て

い
る
も
の
で
す
が
、
県
営
土
地
改
良
事

業
に
つ
い
て
は
県
が
当
該
市
町
村
か
ら

分
担
金
を
徴
収
し
、
市
町
村
は
さ
ら
に

そ
れ
を
各
受
益
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
当

該
市
町
村
の
条
例
を
も
っ
て
措
置
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
県
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て

平
岩
地
区
の
広
域
農
道
整
備
事
業
を
施

行
す
る
の
を
機
会
に
本
市
の
条
例
を
改

正
す
る
も
も
の
で
す
。

三
十
六
億
三
千
九
百
万
円

　
昭
和
四
十
九
年
度
日
向
市
一
般
会
計

補
正
予
算
、
三
特
別
会
計
補
正
予
算
、

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
、
あ
わ
せ
て

五
件
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
三
億
六
百
十
一
万
一

千
円
追
加
さ
れ
て
、
置
三
十
六
億
三
千
九

百
十
二
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
追

加
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
日
知
屋
小
学

校
校
舎
建
設
お
よ
び
大
王
谷
小
学
校
体

育
館
建
設
な
ど
教
育
施
設
整
備
事
業
費

追
加
二
千
五
百
四
十
万
円
、
農
道
お
よ

び
橋
梁
整
備
事
業
費
追
加
二
千
四
百
十

三
万
円
、
道
路
新
設
お
よ
び
改
良
事
業

費
追
加
一
千
七
百
九
十
六
万
円
、
ひ
ま

わ
り
寮
施
設
整
備
事
業
費
追
加
六
百
八

十
五
万
円
、
江
良
公
園
整
備
事
業
費
追

加
六
百
万
円
、
老
人
福
祉
を
強
力
に
お

し
進
め
る
た
め
老
人
医
療
扶
助
な
ど
の

扶
助
費
追
加
一
億
二
千
七
百
三
十
万
円

な
ど
で
、
そ
の
ほ
か
人
件
費
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
補
正
は
つ
ぎ
の
三
会
計

で
す
。

　
「
日
向
市
公
営
住
宅
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
」
は
、
大
原
団
地
に
建
設
予

定
の
第
一
種
住
宅
二
十
戸
、
第
二
種
住

宅
四
十
戸
の
計
六
十
戸
を
建
設
す
る
た

め
の
追
加
で
、
追
加
額
は
四
千
三
百
七

十
五
百
円
。

　
「
日
向
市
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」
は
、
精
算

交
付
金
の
追
加
が
主
な
も
の
で
、
追
加

額
は
一
千
五
百
万
円
。

　
「
日
向
市
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
」
は
、
実
施
計
画

の
変
更
に
伴
う
計
画
書
作
成
委
託
料
二

百
万
円
の
追
加
。

工
事
請
負
契
約

五
工
事
で

二
億
六
千
五
百
六
十
五
万
円

　
工
事
請
負
契
約
の
議
案
が
五
件
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
件
は
大
王
再
開
発
事
業
の
一
環
で

あ
る
運
動
公
園
敷
地
造
成
工
事
で
、
野

球
場
用
地
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
成
し

来
年
二
月
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
工
事
費
は
五
千
五
百
三
十
五

万
円
。

　
つ
ぎ
は
財
光
寺
大
原
住
宅
建
替
事
業

で
、
来
年
度
ま
で
の
ニ
カ
年
継
続
事
業

と
し
て
、
現
住
宅
二
十
七
戸
を
徹
聡
し

こ
こ
に
新
し
く
第
一
種
住
宅
四
十
戸
、

第
二
種
住
宅
四
十
戸
あ
わ
せ
て
八
十
戸

を
建
設
す
る
計
画
で
す
。
本
年
度
は
こ

の
う
ち
第
一
種
住
宅
二
十
戸
、
第
二
種

住
宅
四
十
戸
を
完
成
す
る
予
定
で
す
。

工
事
費
は
あ
わ
せ
て
一
億
六
千
六
百
九

十
万
円
。

　
つ
ぎ
は
大
王
谷
小
学
校
屋
内
運
動
場

新
築
主
体
工
事
で
、
大
王
谷
開
発
事
業

の
一
環
と
し
て
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら

開
校
し
た
大
王
谷
小
学
校
の
附
属
施
設

と
し
て
屋
内
運
動
場
を
新
設
す
る
も
の

で
す
。
工
事
費
は
四
千
三
百
四
十
万
円

市
道
の
認
定

　
こ
ん
ど
の
議
会
で
市
道
に
認
定
さ
れ

た
も
の
は
つ
ぎ
の
三
路
線
で
す
。

　
権
現
原
線
は
延
長
千
七
百
二
十
七
材

幅
員
四
、
○
競
、
起
点
は
塩
見
権
現
原

農
業
用
分
水
路
か
ら
国
道
三
二
七
三
線

長
橋
ま
で
で
す
。

　
笹
野
線
は
延
長
千
五
百
九
十
八
、
窪

溜
、
幅
員
四
、
○
層
、
起
点
は
市
道
本

村
線
本
村
か
ら
市
道
南
日
向
日
の
平
原

線
笹
野
ま
で
で
す
。

　
新
川
線
は
延
長
五
百
五
十
七
、
五
μ
川

幅
員
六
、
○
材
、
起
点
は
美
々
津
町
霧

島
原
宮
の
下
か
ら
美
々
津
町
新
川
し
尿

処
理
場
ま
で
で
す
。

　
「
市
道
の
廃
止
に
つ
い
て
」
と
「
市

有
財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て
」
は
、
細
島

臨
海
工
業
地
帯
第
四
区
内
の
市
道
、
農

道
、
水
路
敷
等
を
県
に
譲
渡
す
る
の
で

市
道
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
「
日
向
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

に
つ
い
て
」
と
「
日
向
市
営
土
地
改
良

事
業
の
変
更
に
つ
い
て
」
は
、
現
在
土

地
改
良
事
業
は
、
山
口
地
区
の
農
道
整

備
事
業
を
は
じ
め
九
ヵ
所
で
す
が
、
今

回
永
田
地
区
の
平
原
橋
お
よ
び
切
畑
地

区
農
道
整
備
の
追
加
と
、
小
原
地
区
農

道
整
備
事
業
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

児
玉
市
長
、
欧
米
に

　
児
玉
市
長
は
、
全
国
市
長
会
主
催
の

「
第
二
回
環
境
行
政
調
査
団
」
の
一
員

に
選
ば
れ
、
十
月
八
日
か
ら
十
一
月
四

日
ま
で
の
二
十
八
日
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
先
進
諸
外
国
の
環
境

行
政
（
道
路
、
上
・
下
水
道
、
庄
宅
、

公
害
、
人
口
、
公
園
緑
地
な
ど
）
全
般

に
つ
い
て
調
査
、
視
察
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
市
長
職
務
は
甲

斐
助
役
が
そ
の
職
務
を
代
理
し
ま
す
。

「
A
F
2
」
と
は
、

ト
ー
フ
、
食
肉
ハ
ム

・
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ベ

ー
コ
ン
、
魚
肉
ハ
ム

●
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
魚

肉
ね
り
製
品
だ
け
に

使
わ
れ
て
い
る
食
品

添
加
物
。
す
で
に
九

月
一
日
か
ら
「
A
F

2
」
を
使
っ
た
食
品

の
製
造
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
前
に
作
ら
れ
た
食

品
が
あ
る
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
「
A
F
2
」
は

昨
年
未
ご
ろ
か
ら
人

体
に
害
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
こ
の

た
び
国
は
こ
れ
を
禁

止
し
た
も
の
で
す
。
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通
安
…
全
蓮
動

9
月
2
1
日
～
9
月
3
0
日

施
を
推
進
す
る
。

。
自
転
車
の
安
全
な
利
用
を
図
る
た

め
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備
を
促

進
す
る
。

◎
交
通
安
全
運
動
実
施
計
画

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
全

国
い
っ
せ
い
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
運
転
者
も
歩
行
者
も
お
互
い
が
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
る
と
と
も
に
、

家
庭
、
職
場
等
で
も
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
交
逼
事
故
の
な
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

他
陸
上
交
通
に
関
係
あ
る
す
べ
て
の
人

に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
り

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ

け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

㈲
　
交
通
安
全
教
育
の
充
実

　
交
通
戦
争
と
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
交

通
事
故
は
、
昨
今
全
国
的
に
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
本
県
に
お
い
て
も
、
発
生

件
数
、
死
者
、
負
傷
者
数
、
と
も
に
昨

年
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
が
減
少
し

た
の
は
、
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
「
交

通
事
故
を
出
さ
な
い
県
民
運
動
」
が
展

開
さ
れ
、
交
通
安
全
会
等
の
活
動
を
中

心
に
事
故
防
止
対
策
を
強
力
に
推
進
し

て
き
た
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
向
市
内
で
の
死
亡
重
大

事
故
は
後
を
絶
た
ず
、
先
月
の
死
亡
者

二
人
目
含
め
て
八
月
末
現
在
で
五
人
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
犠
牲
者
の
大
半
は

自
転
車
乗
り
、
歩
行
者
（
と
く
に
幼
児

老
人
）
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
歩
行

者
、
運
転
者
、
運
転
者
の
雇
主
、
そ
の

◎
連
動
の
重
点

　
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防

止
、
と
く
に
子
ど
も
（
幼
児
お
よ
び
小

学
校
児
童
）
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
こ
と
を
重
点
に
、
つ
ぎ
の
事
項
を

中
心
に
交
通
安
全
の
た
め
の
県
民
運
動

を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　
。
子
ど
も
と
老
人
の
安
全
な
歩
行
と

　
　
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て

　
　
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
教

　
　
育
を
徹
底
す
る
。

　
。
運
転
者
と
そ
の
雇
主
等
に
対
し
、

　
　
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
と
く

　
　
に
子
ど
も
と
老
人
を
守
る
こ
と
を

　
　
重
点
に
交
通
安
全
の
た
め
の
指
導

　
　
を
徹
底
す
る
。

　
な
お
、
歩
行
者
、
と
く
に
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
ス
ク
ー

ル
・
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

　
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
は
、
市
内
の
各

学
校
を
申
心
に
五
百
渚
以
内
を
範
囲
と

し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
時
間
を
区

切
っ
て
車
両
の
進
入
を
禁
止
し
た
り
、

一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
内
の
道
路
に
は

そ
の
旨
の
標
識
や
標
示
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
・
“
う
。

（市
�
ﾊ
安
全
対
策
協
議
会
交
通
安
全
協
会
日
向
支
部
）

【
期
間
前
】
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ω
　
生
活
道
路
網

対
策
の
推
進

。
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
対
策
を
は
じ

め
、
面
的
な
生
活
道
路
対
策
の
実

◎
き
を
つ
け
よ
う

ま
い
に
ち
と
お
る

▽
交
通
安
全
会
地
区
別
推
進
会
議
の
開

　
催

▽
報
道
機
関
、
市
広
報
紙
に
よ
る
広
報

▽
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
掲
示

▽
立
看
板
、
の
ぼ
り
等
の
作
成
掲
示

▽
チ
ラ
シ
の
作
成
配
布

▽
交
通
安
全
祈
願
祭
お
よ
び
パ
レ
…
ド

　
の
実
施

【
期
間
中
】

▽
九
月
二
十
四
日
1
1
通
学
通
園
路
の
点

　
検
整
備

▽
九
月
二
十
五
日
1
1
転
落
事
故
等
防
止

踏
査

▽
九
月
二
十
六
日
1
1
道
路
環
境
の
整
備

▽
九
月
二
十
七
日
一
街
頭
車
両
検
査

▽
九
月
二
十
八
日
“
自
転
車
の
点
検
整

　
備
と
法
令
講
習
の
実
施

▽
九
月
二
十
九
日
目
湯
茶
の
接
待
と
安

　
全
運
転
の
呼
び
か
け

▽
交
通
安
全
リ
レ
ー
運
動
の
実
施

▽
歩
行
者
天
国
の
設
定

▽
移
動
　
父
通
事
耳
当
盲
六
展
の
実
施

▽
老
人
に
対
す
る
指
導
の
実
施

▽
高
校
生
等
に
よ
る
二
輪
車
の
安
全
運

　
転
競
技
会
の
実
施

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
運
動
の
推
進

▽
交
通
教
室
の
開
催

▽
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
利
用
者
に
対
す
る
広

　
報
の
実
施

み
ち
だ
け
ど

▽
交
通
安
全
親
子
ク
ラ
ブ
の
結
成
指
導

▽
街
頭
指
導
の
実
施

凶
器
使
用
犯
罪
の

未
然
防
止
に
つ
い
て

　
最
近
、
東
京
丸
の
内
三
菱
重
工
ビ
ル

爆
破
事
件
を
は
じ
め
、
全
国
的
に
凶
器

を
使
用
し
た
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
本
県
に
お
い
て
も
延
岡
市
の
産
業
用

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ

る
二
二
弾
事
件
や
許
可
猟
銃
を
使
用
し

た
殺
人
事
件
等
、
凶
器
使
用
の
特
異
重

要
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
違
法
行
為
に
も
凶
器
使

用
が
か
な
り
認
め
ら
れ
、
市
民
生
活
に

少
な
か
ら
ぬ
不
安
を
与
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
、
警
察
に
お
い
て
も
総
力

を
あ
げ
て
そ
の
取
締
ま
り
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
凶
器
使
用
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
、

平
穏
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
凶
器
を
追
放
し
、
凶
器
と
し
て
使

用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
不
必

要
に
持
ち
歩
か
な
い
、
持
た
な
い
と
い

う
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
凶
器
使
用
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
場
力

が
必
要
で
す
。
お
そ
ろ
し
い
凶
器
使
用

犯
罪
防
止
の
た
め
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
、

け
ん
銃
、
猟
銃
、
刀
等
の
不
法
事
犯
に

つ
い
て
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
も

よ
り
の
警
察
署
（
派
出
所
、
‘
駐
在
所
）

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
向
警
察
署
V
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戯絵
慧
鰯鞍謬

鐙鵡
黄門柳
ダ

簾奪懇

　
国
民
年
金
法
の
恥
丘
で
、
年
金
額
は

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
も
と

よ
り
、
関
係
者
一
同
が
喜
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
と
い
っ
て
、
喜
ん
で
ば
か

り
は
お
れ
な
い
面
も
あ
る
の
で
す
。
そ

れ
は
、
加
入
も
れ
の
人
や
、
加
入
は
し

て
い
て
も
納
め
忘
れ
な
ど
の
た
め
、
将

来
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
、
決
め
ら

れ
た
年
数
に
満
た
な
い
人
た
ち
が
あ
る

か
ら
で
す
。

第
決
め
ら
れ
た
年
数
鐵

　
国
民
年
金
に
は
、
老
令
年
金
、
障
害

年
金
な
ど
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
年
金
が

納
め
忘
れ
た
保
険
料

醐
馴
囚
　
5
0
年
1
2
月
ま
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
年
を
と
っ
て

か
ら
受
け
る
老
令
年
金
を
例
に
と
っ
て

み
ま
す
と
、
生
ま
れ
年
に
よ
っ
て
、
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
低

年
数
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
・
大
正
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で

　
　
は
…
最
低
　
十
年

　
・
以
降
一
年
遅
れ
る
ご
と
に
最
低
年

　
　
数
が
一
年
ず
つ
長
く
な
り

　
・
昭
和
五
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ

　
　
は
…
最
低
　
二
十
五
年

　
と
い
う
ふ
う
に
生
年
月
日
に
よ
っ
て

緊川

�
来
ｯ
浩

な
い
と
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

霧
二
年
で
時
効
に
な
る
灘

　
と
こ
ろ
で
、
毎
月
の
保
険
料
で
す
が

納
め
る
に
は
重
要
な
決
ま
り
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
期
限
か
ら
二
年
た
つ
と
時
効
と
な
っ

て
、
あ
と
で
納
め
よ
う
と
し
て
も
納
め

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

六
十
歳
に
な
る
ま
で
し
か
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
納
め
忘
れ
・
納
め

も
れ
の
あ
る
人
や
、
加
入
も
れ
で
保
険

料
を
納
め
て
い
な
い
人
は
、
年
金
を
受

け
る
最
低
年
数
に
足
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

笏
特
別
の
救
い
み
ち
魏

　
い
ろ
い
ろ
の
理
由
は
あ
る
に
し
て
も

こ
の
よ
う
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人

を
そ
の
ま
ま
に
は
で
き
な
い
の
で
、
二

年
の
時
効
で
納
め
ら
れ
な
ぐ
な
っ
た
期

間
分
の
保
険
料
も
納
め
ら
れ
る
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
月
九
百
円
の
保
険
料
で
、

国
民
年
金
が
は
じ
ま
っ
た
昭
和
三
十
六

年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
で
、
い
ま
ま
で
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い

た
納
め
忘
れ
の
人
、
加
入
も
れ
の
人
た

ち
も
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

盛
、
一お

お
き
い

ミ
ー
麟

　
・

一
、
ー
ー
で
L
　
r
　
　
．
甲
畏
工
｝
－
一
等
r
　
．
チ
〔
↑
4
、
　
「
乏
《
手
　
冒

　
ふ
る
い
　
　
め
　
ず
ら
し
い

霧
馨

　
木
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
木
木
の

み
ど
り
は
私
た
ち
に
い
こ
い
と
安
ら
ぎ

を
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
。

　
市
丙
に
は
多
く
の
種
類
の
木
が
生
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
珍
し
い
木

大
き
い
木
、
何
十
年
も
何
百
年
も
風
雪

に
た
え
ぬ
い
た
木
、
自
然
の
猛
威
か
ら

私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
木
を
紹

介
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
こ
れ
ら
の
木
木
を
守
り
愛

し
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
や
ま
も
も
」

　
暖
地
の
近
海
地
に
は
え
る
ヤ
マ
モ
モ

科
の
常
緑
高
木
。
日
本
列
島
、
台
湾
、

中
国
大
陸
に
分
布
し
、
ま
た
人
家
に
栽

殖
さ
れ
る
。
高
さ
十
五
材
、
直
径
一
層

に
達
し
、
よ
く
枝
分
れ
し
て
茂
る
。
葉

　
き

匹
　

〔

　
聡
、
マ

』　
　
¢

も

は
枝
先
に
集
ま
っ
て
互
生
し
、

雑
響
ビ
鰹
稼
顛
』
騒

き
ょ
歯
が
あ
る
。
花
は
三
～
四
月
ご
ろ

小
枝
の
葉
腋
に
咲
く
。
雌
雄
異
株
で
、

雄
の
花
穂
は
長
さ
三
セ
ン
チ
ば
か
り
、

雌
の
花
穂
は
長
さ
一
セ
ン
チ
内
外
、
柱

頭
が
紅
色
で
二
日
す
る
。
六
～
七
月
ご

ろ
、
球
形
で
径
一
、
五
～
ニ
セ
ン
チ
あ
一
．

る
果
実
が
暗
紅
紫
色
に
熟
し
、
外
果
皮

は
汁
が
多
く
甘
味
と
酸
味
が
あ
っ
て
生
『

食
す
る
。

　
果
樹
ま
た
は
防
風
の
た
め
人
家
に
植

え
ら
れ
、
ま
た
樹
皮
を
は
い
で
か
わ
か

・
た
も
の
雪
ウ
バ
・
三
楊
梅
皮
）
　

難
雛
還

　
「
や
ま
も
も
」
は
、
最
近
、
庭
木
と

し
て
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　　

@｛

　　

@　．
　

広
い
倒
　　　@　

写真は、塩見中村区の松木

延夫さん宅の「やまもも」

右側の大木は、　「オガタマ

の木」

」
一

聖
～
～
、
’
．
Σ
7
）
．
、
♪
．
－
．
）
～
、
一
’
）
｝
｝
）
坐
　
　
－
’
　
・

～5一一

　
　
　
　
　
勇

《
音
ζ
一
唾
Σ
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響

　　　　日向支部消防訓練

　県大会をめざしての第22回日向

去る8月25日、市役所前広場で行1

日向、入郷地区から小型ポンプ、1

　　　　　　　16チームが出場1

表とあってみご，

の部では日向第一

ンプの部では欄

た。

1大会

］支部消防訓練大会は、

われまれした。大会には

自動車ポンプの合わせて

しましたが、各地区の代

とな操法を展開、自動車

一分団第1部が、小型ポ

葉村第5部が優勝しまし

みごとな操法

　　日向支部

大会をめざしてσ

8月25日、市役所

、入費地区から小

ソビエトの水中翼船が入港

ノ
　　　　　　　　　ソ連の水中翼船ミコメッターS827

　　　　　　　号ミが、去る15日、細島工業港に入港し

　　　　　　　　ました。同船は、PRと燃料補給のため

名瀬港を経て寄港したもので、重量136トン、全長35．1㍍

幅6㍍、速力30ノットで102人乗り、乗組員は4人。値段

のほうは2億円とか。工業港岸べきには大ぜいの人たちが

見物に訪れていました。

勲

昭和49年9月号

騨欄w
瓶

●
蕩
．
鯉

欄　ぞ
警二

藍∫’

．
野

聾欝

陰
白
難

　市街地に、このほど、フラワーポットが設置され、道行

く人たちの目を楽しませています。このフラワーポットは

市が環境美化の一環として、本町交差点から原町交差点ま

での市道に66個設置したもので、ポッ

ll難欝聾饗∠＝

輔ジ

フラワーボットができました

なごやかに

　広島老人クラブと交歓会

、否號歯茎；言詳論ご島　’＼

労青少年体育センターで市老人クラブと

交歓会を行いました。一行は旅の疲れも見せず、なごやか

に交歓をしたのち、8台のバスに分乗して一路高千穂、阿

蘇方面へ出発しました。同老人クラブは、7日、10日、17

日も来県、九州齪光をしました。

刊新

＝図書案内＝

＝：「～＝＝

◎
一
般
図
書

　
【
文
学
】

▽
天
皇
の
密
使
、
▽
黄
金
の
鍵
、
▽
成

吉
思
汗
の
秘
密
、
▽
吹
雪
の
空
白
、
▽

東
名
高
速
に
死
す
、
▽
人
狼
戦
線
、
▽

や
っ
ち
ゃ
ば
育
ち
、
▽
夜
の
か
く
れ
ん

ぼ
、
▽
夜
が
明
け
た
ら
、
▽
陶
酔
の
と

き
、
▽
幽
霊
屋
敷
、
▽
異
常
の
門
、
▽

五
代
将
軍
、
フ
ク
ロ
ウ
の
城
、
▽
夢
介

千
両
み
や
げ
、
▽
ボ
ン
ボ
ン
と
悪
夢
、

▽
藪
原
検
校
、
▽
人
間
の
骨
、
▽
春
草

の
夢
、
▽
幼
き
者
は
ロ
バ
に
乗
っ
て
、

▽
二
十
歳
の
原
点
序
章
、
日
常
生
活
の

冒
険
、
▽
娘
の
学
校
（
正
・
続
）

　
【
そ
の
他
一

▽
家
紋
、
▽
家
系
、
▽
円
盤
に
乗
っ
た

青
年
の
マ
ジ
メ
な
話
、
▽
つ
け
も
の
教

室
、
▽
夢
占
い
入
門

◎
児
童
用
図
書

　
【
小
学
生
高
・
中
（
学
年
）
向
一

▽
暗
黒
街
を
つ
ぶ
せ
、
▽
赤
い
花
と
死

刑
執
行
人
、
▽
人
類
の
あ
け
ぼ
の
号
、

▽
世
界
の
S
F
サ
ス
ペ
ン
ス
、
▽
お
と

な
に
な
る
っ
て
、

　
【
小
学
生
低
（
学
年
」
向
】

▽
太
陽
の
ひ
み
つ
、
▽
狼
犬
カ
ビ
ク
、

▽
三
匹
荒
野
を
行
く
、
▽
む
く
鳥
の
ゆ

め
▽
り
ゅ
う
の
目
の
な
み
だ
、
▽
な
い

た
赤
お
に
、
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、
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教
養
講
座
受
講
生
募
集

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
第
五
期

（
十
月
開
講
）
の
教
養
講
座
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
教
養
講
座
は
、
青
少
年
の
余
暇

活
動
の
申
で
教
養
や
知
識
を
身
に
つ
け

教
　
　
室
　
　
名

き
も
の
着
付
教
室

書
　
道
　
教
　
荒

茶
　
道
　
教
　
室

日毎
週
月
曜
日

る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
ご
希
望
の
か
た
は
、
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
開
講
1
1
十
月
上
旬

▽
受
講
料
1
1
無
料

▽
資
格
1
1
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

　
る
二
十
五
歳
以
下
の
主
と
し
て
中
小

　
企
業
に
働
く
勤
労
青
少
年
で
男
女
は

　
問
い
ま
せ
ん
。

▽
受
け
付
け
1
1
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

　
た
だ
今
受
け
付
け
中
で
す
が
、
定
員

　
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
用
紙
1
1
勤
労
青
少
年
ホ
ー

　
ム
事
務
室
に
あ
り
ま
す
。

時

午
後
六
虐
黙
ダ

毎
週
火
曜
日

午
後
六
謹
黙
想
分

募
集
定
員

二
十
五
人

二
十
五
人

備期
間
三
ヵ
月

期
間
　
六
ヵ
月

考

行
政
・
心
配
一
．
」
と

毎
週
水
曜
日

午
後
六
時
鮮
韓
分
二
十
五
人

期
間
　
六
ヵ
月

合
同
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

広報ひゆうが7

い
け
花
教
室

料
　
理
　
教
　
室

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時
～

　
　
　
　
八
時
三
十
分

毎
週
金
曜
日

六
時
三
十
分
～

　
　
　
　
八
時
三
十
分

二
十
五
人

三
＋
人

期
間
　
六
ヵ
月

（
材
料
代
自
己
負
担
）

期
間
　
六
ヵ
月

（
材
料
代
自
己
負
担
）

　
行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
本
年
度
も
十
月
十
三
日
（
日
）
か
ら

十
月
十
九
日
目
土
）
の
間
、
行
政
相
談

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
行
政
相
談
お
よ

び
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相
談
を
つ
ぎ

の
日
程
で
開
設
し
ま
す
。

　
国
、
県
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
の
心
配
ご

と
で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
か
た
は

ど
ん
な
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
か
ら

ご
遠
慮
な
く
気
軽
に
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
十
月
十
五
日
（
火
）
午
前
十

　
時
～
午
後
三
時

▽
場
所
皿
日
向
市
役
所
二
階
委
員
会
室

▽
相
談
員
一
行
政
相
談
委
員
、
心
配
ご

　
と
相
談
員
、
宮
崎
行
政
監
察
局

こ
と
ば
の
治
療
教
室

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と
い
う
こ
と

が
言
語
障
害
児
の
場
合
、
た
い
へ
ん
重

要
で
す
。

　
〃
子
ど
も
に
欲
が
出
て
か
ら
〃
と
か

〃
自
分
で
な
お
す
気
に
な
っ
た
ら
”
と

考
え
て
、
結
局
相
談
す
る
の
が
遅
れ
て

し
ま
っ
て
、
子
ど
も
が
損
を
し
た
実
例

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
こ
と
で
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
電
話
で

も
手
紙
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
教
育
相
談
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前

中
、
富
高
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
電
話
②
二
〇
四
七
番

で
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
直
接
電
話

か
手
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
相

談
の
日
時
を
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
市
教
育
委
員
会
（
本
町
十
番
五
号

電
話
＠
二
、

く
だ
さ
い
。

一
一
一
番
）
に
お
た
ず
ね

期
限
切
れ
の

即
席
め
ん
は
交
換
を

　
即
席
め
ん
の
保
存
期
間
は
、
通
常
の

保
存
状
態
で
は
少
な
く
と
も
一
年
間
は

品
質
に
つ
い
て
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
…

と
、
日
本
即
席
食
品
工
業
協
会
で
は
言

っ
て
い
ま
す
が
、
お
い
し
く
召
し
あ
が

る
に
は
製
造
後
六
ヵ
月
を
め
ど
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
期
限
切
れ
の
即
席

め
ん
が
店
頭
に
出
回
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
は
変
質
し
た
り
、
異
物
が

混
入
し
て
い
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
即
席
食
品
工
業
協
会
で
は
、
小

売
店
に
対
し
、
期
限
切
れ
即
席
め
ん
（

製
造
年
月
日
か
ら
六
ヵ
月
以
上
経
過
し

て
い
る
製
品
）
は
店
頭
か
ら
は
ず
し
仕

入
れ
先
に
返
品
す
る
よ
う
、
ま
た
、
消

費
者
に
対
し
て
は
購
入
し
た
店
で
返
品

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

文
化
賞
受
賞

候
補
者
の
こ
推
せ
ん
を

　
「
日
向
市
文
化
賞
」
が
設
定
さ
れ
て

か
ら
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
十
人
の
か
た
が
こ
の
栄
誉

あ
る
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
が

本
年
度
も
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、

と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
が
た
を
十

一
月
三
日
の
「
文
化
の
日
」
に
表
彰
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
お
知
り
あ
い
の
か
た
で

候
補
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

推
せ
ん
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▽
対
象
“
日
向
市
の
文
化
向
上
発
展
に

　
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
人
（
個
人
、

　
団
体
を
聞
い
ま
せ
ん
。
）

▽
授
賞
1
1
学
術
、
芸
術
、
技
術
、
体
育

　
の
四
部
門
に
つ
い
て
顕
彰
し
ま
す
。

　
（
自
治
功
労
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）

▽
推
せ
ん
書
“
市
教
育
委
員
会
に
準
備

　
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
締
め
切
り
ー
ー
十
月
一
日
（
火
）

▽
推
せ
ん
書
送
付
先
1
1
日
向
市
本
町
十

　
二
五
号
、
日
向
市
教
育
委
員
会
社
会

　
教
育
課

▽
受
賞
者
の
決
定
1
1
推
せ
ん
さ
れ
た
人

　
の
中
か
ら
「
日
向
市
文
化
功
労
者
顕

　
彰
条
例
」
に
よ
る
選
考
審
査
会
の
議

　
を
経
て
、
市
教
育
委
員
会
が
受
賞
者

　
を
決
定
し
ま
す
。
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老
人
健
康
診
査
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

貯
蓄
が
育
て
る

　
市
で
は
、
た
だ
今
、
お
と
し
よ
り
の

無
料
健
康
診
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

　
該
当
さ
れ
る
か
た
で
、
ま
だ
受
け
て

い
な
い
人
は
、
早
め
に
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
㍗
つ
。

▽
対
象
者
一
1
市
内
に
住
ん
で
い
る
六
十

　
五
歳
以
上
の
人
（
明
治
四
十
二
年
置

　
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

▽
期
間
1
1
十
一
月
三
十
日
（
土
｝
ま
で

▽
場
所
1
1
市
内
の
病
（
医
）
院
（
市
外

　
の
病
院
等
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

△
費
用
1
一
無
料

▽
検
診
項
目
1
1
尿
、
血
圧
、
心
電
図
等

▽
持
参
す
る
も
の
1
1
「
受
診
券
」
と
「

　
健
康
保
険
証
」
等
。
老
人
医
療
費
受

　
給
者
は
「
受
給
町
回
」
を
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。
な
お
、
　
「
受
診
券
」
は

　
市
福
祉
事
務
所
、
各
支
所
、
ま
た
は

　
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
宅
に
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他
闘
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
市
福
祉
事
務
所
厚
生
係
に
お
た
ず

　
ね
く
だ
さ
い
。

住
民
税

（
市
県
民
税
）

　
　
申
告
に
つ
い
て

　
よ
り
豊
か
な
生
活
を
営
む
に
は
、
国

や
県
、
市
町
村
の
い
ろ
い
ろ
の
活
動
が

必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
、
そ
の
た
め
の
費
用
を
税
金
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言

う
形
で
負
担
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
申
し
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
税
金
は
、

市
役
所
が
一
方
的
に
取
る
も
の
で
は
な

く
、
み
な
さ
ん
の
申
告
に
よ
っ
て
納
付

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
が
、
そ
の
税

金
を
課
税
す
る
場
合
の
基
礎
と
な
り
ま

す
「
市
県
民
税
申
告
書
」
を
現
在
ま
で

提
出
し
て
い
な
い
か
た
が
相
当
お
ら
れ

ま
す
。

　
市
税
務
課
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
四

十
九
年
度
分
の
市
県
民
税
未
申
告
の
事

務
整
理
を
行
い
、
未
申
告
者
に
は
通
知

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
該
当
者
の
か
た
で
申
告
書
の
提
出
が

な
い
場
合
に
は
、
市
長
は
、
規
定
に
従

っ
て
所
得
を
計
算
し
課
税
を
い
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
未
申
告
の
納
税

義
務
者
の
か
た
は
、
早
め
に
「
市
県
民

税
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
1
1
九
月
未
日
ま
で
。

海
上
保
安
学
生
募
集

の
ゆ
と
り
（
＋
月
＋
七
日
は
貯
蓄
の
日
）

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
大
学

校
・
学
校
学
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▽
採
用
予
定
数
閥
海
上
保
安
大
学
校
学

　
生
約
五
十
人
。
海
上
保
安
学
校
学
生

　
約
二
百
人
。

▽
受
験
資
格
畦
昭
和
二
十
六
年
四
月
二

　
日
（
大
学
校
学
生
は
昭
和
二
十
九
年

　
四
月
二
日
）
以
降
生
ま
れ
の
男
子
で

　
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は

　
昭
和
五
十
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
人
。

②
高
等
専
門
学
校
の
第
三
学
年
を
修

　
了
し
た
人
ま
た
は
昭
和
五
十
年
三
月

　
ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み
の
人
。

　
③
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た

　
人
。

▽
試
験
日
口
大
学
校
学
生
は
昭
和
四
十

　
九
年
十
二
月
七
日
（
土
）
～
八
日
（

　
日
）
、
学
校
学
生
は
昭
和
四
十
九
年

　
十
二
月
八
日
（
日
）

▽
受
け
付
け
期
間
1
1
十
月
十
五
日
か
ら

　
十
一
月
七
日
ま
で

▽
試
験
地
”
鹿
児
島
市
ほ
か
二
十
七
市

▽
そ
の
他
1
1
受
験
ご
希
望
の
か
た
は
、

　
細
島
海
上
保
安
署
（
細
島
港
湾
合
同

　
庁
舎
内
、
電
話
②
二
、
九
三
四
番
）

　
へ
「
受
験
案
内
」
、
「
申
し
込
み
用

　
紙
」
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

婦
人
電
気
教
室
の

　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

　
九
州
電
力
日
向
営
業
所
で
は
、
婦
人

電
気
教
室
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
同
教
室
は
、
九
州
電
力
日
向
営
業
所

で
開
く
も
の
で
、
十
月
か
ら
毎
月
一
回

六
回
コ
ー
ス
で
終
講
し
ま
す
。

　
会
員
資
格
は
、
日
向
市
内
に
住
ん
で

い
る
主
婦
の
か
た
で
、
募
集
人
員
は
先

着
三
十
人
と
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
受
け
付
け
中
で
す
。

▽
講
座
内
容

　
。
第
一
回
1
1
知
っ
て
お
き
た
い
電
気

　
　
の
基
礎
知
識

　
。
第
二
回
1
1
こ
れ
か
ら
の
家
庭
の
配

　
　
線
、
電
気
料
金
の
は
な
し

　
・
第
三
回
1
1
あ
な
た
も
で
き
る
修
理

　
　
実
習

　
。
第
四
電
子
趣
味
の
実
習

　
。
第
五
回
1
1
映
写
会
、
電
気
の
じ
ょ

　
　
う
ず
な
使
い
方

　
。
第
六
回
1
1
九
電
施
設
見
学

▽
期
間
1
1
昭
和
四
十
九
年
十
月
か
ら
五

　
十
年
三
月
ま
で
。
毎
月
一
回
二
時
間

　
（
午
前
十
時
～
十
二
時
）
程
度

▽
場
所
一
1
北
町
二
i
九
、
九
州
電
力
日

　
向
営
業
所

▽
募
集
人
員
1
1
先
着
順
三
十
人

▽
会
費
1
1
無
料
（
テ
キ
ス
ト
類
進
呈
）

▽
申
し
込
み
先
1
一
九
州
電
力
日
向
営
業

　
所
（
電
話
②
二
、
　
一
八
一
番
）

保
留
地
を
競
売
し
ま
す

　
市
で
は
、
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
の
保
留
地
を
つ
ぎ
の
と
お
り
一

般
競
売
し
ま
す
。

▽
競
売
地
1
1
伊
勢
が
浜
、
谷
川
地
区
の

　
二
十
筆

▽
競
売
日
時
一
1
九
月
二
十
九
日
（
日
）

　
午
前
十
時
か
ら

▽
競
売
場
所
1
1
市
役
所
二
階
委
員
会
室

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

市
都
市
計
画
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

請
求
し
ま
し
た
か

　
二
級
の
障
害
福
祉
年
金

　
い
ま
ま
で
、
国
民
年
金
で
い
う
一
級

障
害
の
人
に
限
ら
れ
て
い
た
障
害
福
祉

年
金
は
、
本
年
四
月
か
ら
二
級
障
害
の

人
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
た
に

は
、
さ
き
に
国
民
年
金
係
か
ら
通
知
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
の
済
ん
で
い

な
い
か
た
は
、
早
め
に
所
定
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一

，

　
　
　
　
　
　
　
1
1
十
月
申
錘

　
休
日
在
宅
医
は
、
日
曜
、
祭
日
な
ど

の
休
日
に
急
患
が
発
生
し
た
と
き
に
、

治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
緊
急
の
診
療
を
必
要
と
す
る
場
合
は

つ
ぎ
の
病
（
医
）
院
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▽

十
月
六
日
1
1
和
田
病
院
（
電
話
②
二

　
〇
四
五
番
）
、
滝
井
（
産
）
医
院
（

　
電
話
②
三
四
〇
九
番
）
、
大
平
医
院

　
（
電
話
③
三
三
三
七
番
）

▽
十
月
十
日
1
一
三
股
病
院
（
電
話
⑧
○

　
〇
三
四
番
）
、
今
給
黎
医
院
（
電
話

　
②
二
四
五
九
番
）
、
高
木
医
院
（
電

　
話
②
四
三
一
一
番
）

▽
十
月
十
三
日
1
1
渡
辺
病
院
（
電
話
⑦

　
一
〇
一
一
番
）
、
鮫
島
（
整
）
医
院

　
（
電
話
②
八
一
九
一
番
）
黒
木
医
院

　
（
電
話
②
六
〇
五
五
番
）

▽
十
月
二
十
日
1
1
樋
口
病
院
（
電
話
門

　
川
③
一
〇
三
六
番
）
、
稲
原
（
眼
）

　
医
院
（
電
話
②
二
二
〇
九
番
）
、
吉

　
田
医
院
（
電
話
②
四
四
〇
一
番
）

▽
十
月
二
十
七
日
”
千
代
田
病
院
（
電

　
話
②
二
六
三
八
番
）
、
柳
田
（
産
）

　
医
院
（
電
話
②
二
九
五
〇
番
）
、
田

　
中
病
院
（
電
話
門
川
③
一
四
四
六
番
）
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